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第

四

部

会

近
世
初
期
キ

リ
シ

タ

ン

の

長
崎
大
殉
教
図
と

　

　

日

西
関
係

谷

　
口

　
智

　
子

　
｝

五

九
七

年
の

口

本
二

十
六

聖

人
の

長

崎
大

殉
教
の

報
告
は
た

だ
ち

に

イ
エ

ズ
ス

会
士
や
フ

ラ

ン

シ

ス

コ

会
士
ら
の

乎
に

よ

っ

て

世
界
に

発
信
さ

れ、

各

地
で

さ

ま
ざ

ま
に

表
象
さ

れ

た
。

そ
の

出
来
事
が

ど

の

よ

う
に

世

界
に

伝
わ
っ

た

か
、

当

時
の

ス

ペ

イ

ン

と

日
本
と
の

交
渉
や
通

商
ル

ー

ト

を

通
じ

て

そ
の

経
緯
を
明
ら
か

に

す
る

と

と

も
に、

殉
教
の

ス

ト
ー
リ
ー

や

文
学
や

絵
画
を

含
め

た

芸
術

的
表
現
が

当
時
の

人
々

に

ど

の

よ

う
に

受

け

止

め

ら

れ
た

か、

そ

の

意
義
を
考

察
す
る

。

　

特
に

ク

エ

ル

ナ
バ

カ

大
司
教
座
聖
堂
（
フ

ラ

ン

シ

ス

コ

会
修
道
院）

で

近

年

2
九
五

九
年）

発
見
さ

れ
た

二

十
六
聖

人
殉
教
の

フ

レ

ス

コ

画
に

つ

い

て

は
、

そ

の

由

来
に

つ

い

て

の

記
録
が

見
つ

か

っ

て

お

ら

ず
、

不
明

な

点
も

多
い

。

し
か

し、

当
時
の

史
料
か

ら

壁

画
が

描
か

れ
た

背
景
を

考

察
す
る
と
と

も
に
、

そ
の

意
義
を
考
察
し
た

。

　
二

十
六
人
の

殉
教
者
内
訳
は、

う
ち

二

十一．一
人
が
フ

ラ

ン

シ

ス

コ

会
員

で
、

残
り
三
人
が

イ
エ

ズ

ス

会

員
で

あ
る

。

ほ

と

ん
ど
が

凵

本
人

信
徒
で

あ
る

が
、

六
人
が
ス

ペ

イ
ン

や
メ

キ

シ

コ

か

ら

や
っ

て

き

た

フ

ラ

ン

シ

ス

コ

会
士
で

あ
る

。

フ

ラ

ン

シ

ス

コ

会

員
が

当
時
の

日

本
の

権
力
者
で

あ
る

太
閤

秀
吉
に

な
ぜ

睨
ま

れ

た

の

か

に

つ

い

て

は
、

 
イ
エ

ズ
ス

会
や
ポ
ル

ト

ガ

ル

商
人
た

ち

と

の

軋
轢

、

 
ス

ペ

イ

ン

国
王
の

支
配
す
る

広
大
な
領

域
（
｝

五

八

〇
…
〕

六

四

〇
年
の

ポ
ル

ト

ガ

ル

併
合
の

結
果、

ポ

ル

ト
ガ

ル

の

支
配
に

及
ぶ

世
界
各
地
に

も

含
む）

に

対
し、

日
本
側
が

宣
教
師
を

植
民
地
主
義
の

尖
兵
と

み

な

し

た

か

ら、

 
］

五

八

七
年
以
来
禁
教
下
の

日

本
に

お

い

て
、

潜
伏
し
て

目
立
た
ぬ

よ
う
布
教
し

て

い

た

イ

エ

ズ
ス

会

に

比
べ

、

後
進
の

フ

ラ

ン

シ

ス

コ

会
が

布
教
活
動
を

公
に

行
っ

た

か

ら、

な
ど
の

理

由
が

あ
る

。

こ

れ

ら
の

理
由
に

よ

り
殉
教
し

た

フ

ラ

ン

シ

ス

コ

会

員
た

ち

に

つ

い

て

の

報

告
が

、

生
き

残
っ

た

修
道
士

た
ち

の

手
に

よ

り、

マ

ニ

ラ

や

マ

カ

オ

を
通
じ
て

世
界
各
地
に

報
告
さ

れ、

】

大
ニ

ュ

ー

ス

と

な
っ

た
。

も
っ

と

も

優
秀
な

報
告
者
は

フ

ラ

ン

シ

ス

コ

会
士

リ

バ

デ

ネ
イ
ラ

と
イ
エ

ズ
ス

会
士
フ

ロ

イ
ス

で

あ
っ

た
。

殉
教
報
告
を

も

と

に、

彫
刻
や

絵
画
や

戯
曲
を
含
む

様
々

な
芸
術
作
品
が

当
時
盛
ん

に

作
ら
れ

た

が
、

中
で

も
一

九
五

九
年
に

メ

キ
シ

コ
、

ク

エ

ル

ナ
バ

カ

大
司
教
座
聖
堂

で

十
八

世

紀
の

壁
画
の

下
か

ら

発
見
さ

れ
た

二

十
六

聖

人
殉
教
壁

画
は、

教
会
堂
内
部
の

左

右
に

わ
た

っ

て

絵
巻
物
の

よ

う
に

展
開
さ

れ

た

巨

大
な

殉
教
壁
画
で

特
筆
す
べ

き
も

の

で

あ
り
、

そ

の

由
来
に

つ

い

て

も

不
明
な

点
が

多
い
。

　

本
論
で

は、

美

術
史
家
の

本
間
正
義
氏
の

解
釈
を

基
に、

そ

れ

が
日

本

人

作
家
に

よ
っ

て

描
か

れ
た

可
能
性
が

あ
る

こ

と

を

明
ら
か

に

し

つ

つ
、

壁

画
の

描
か

れ
た

時
期
を

、

本
聞
氏
の

推
測
よ

り
早
い

時
期
に

可

能
性
が

あ
る

こ

と

を
当
時
の

史
料
か

ら

推
測
し

た
。

本
間
氏
は、

一

六
一

五

−
一

六

年
頃
の

支
倉
使
節
団
滞
在
時
期
が

壁

画
の

制
作
時
期
で

あ
る

と

解
釈
し

た
が、

発
表
者
は
一

五

九
七

年
の

殉
教
直
後
に

殉
教

報
告
や
殉
教
画
が
…

般
に

流

布
し

て

い

た
と

い

う

当
時
の

史
料
の

記
述
を

見
つ

け、

壁
画
が

も

っ

と
早
い

十
六

世
紀

末
に

描
か

れ
た

可

能
性
も
あ
る

こ

と

を
示
唆
し
た
。
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そ
し
て

、

ク
エ

ル

ナ
バ

カ

の

フ

ラ

ン

シ

ス

コ

会
修
道

院
で

壁

画
が

描
か

れ

た
理

由
に

つ

い

て、

ク

エ

ル

ナ
バ

カ

は

ア

ジ

ア

貿
易
の

起
点
た

る
ア

カ

プ

ル

コ

港
に

至
る

陸
の

要
衝
地
で
、

ア

ジ

ア

で

の

布
教
や

交
易
を
望
む

修
道

士
や

商
人
が

必
ず

通
る

道
で

あ
る

か

ら
、

二

十
六

聖
殉
教
者
の

偉
業
を

記

念
す
る

目
的
で

描
か

れ

た

の

で

は
な
い

か

と

考
察
し

た
。

そ
し

て
一

般
信

徒
に

と

っ

て

は
殉

教
者
に

対
す
る

崇
敬
を

高
め

さ

せ
、

修
道
士
に

と
っ

て

は
日

本
布
教
へ

の

熱
を

高
め
さ

せ

る

た

め

の
一

種
の

宣
伝
媒
体
に

な
っ

た

の

で

は

な

い

か

と

も

考
え
た

。

キ

リ

シ

タ
ン

に

お

け

る

近
世
と

近
代

内

藤

幹

生

　
キ
リ

シ

タ
ン

の

信
仰
態
度
や

キ
リ
シ

タ
ン

自
身
の

あ
り
方
は

彼
ら
を

取

り
巻
く

社
会
・

国
家
の

時
代
状
況
に

よ
り

変
化
し

、

時
代
に

よ

り
異
な
っ

た
姿
で

現
れ
た

。

本
発
表
で

は

変
化
が

著
し

か

っ

た

近
世
後

期
と

近
代
初

期
に

お

け
る
長

崎
浦
上

村
の

キ
リ
シ

タ
ン

の

信
仰
に

注
目
し、

そ

れ
ぞ

れ

が
ど
の

よ

う
に

異
な
っ

て

い

る
の

か、

時
代
と

ど

の

よ

う
に

関
係
し
て

い

る
の

か
、

明
ら
か

に

す
る

。

　
当

該
期
の

キ
リ
シ

タ
ン

に

関
す
る

研
究
は、

主
に

外
交
問
題
や

権
力
側

の

宗
教
政
策
か

ら
お

こ

な

わ
れ
て

き
た

。

ま

た、

キ

リ

シ

タ
ン

の

動
向
に

つ

い

て

は

キ
リ
ス

ト

教
的
（

カ

ト
リ
ッ

ク

的）

な

信
仰
心
を

貫
い

た

者
た

ち
の

動
向
に

目
が
向
け
ら

れ
て

き
た

。

当

該
期
の

キ

リ
シ

タ
ン

の

信
仰
が

ど
の

よ

う
な
姿
で

現
れ

、

取
り
巻
く

村
社
会
や
キ

リ

シ

タ
ン

集
団
内
部
に

ど
の

よ

う

に

影

響
し
た

か

に

つ

い

て

は

検
討
の

よ
ち

が

あ
る

。

本
発
表
で

は

そ
れ

ら
の

こ

と
を
ふ

ま

え
て
、

近

世
後
期
と

近

代
初

期
に

お

け
る
長
崎

浦
上

村
の

キ
リ
シ

タ
ン

の

信
仰
に

つ

い

て

検
討
し
て

い

く
。

　

江

戸
幕
府
に

よ
り

徹
底
化
さ

れ

た
キ

リ
シ

タ
ン

禁
止
政
策
は

キ
リ

シ

タ

ン

に

対
す
る

イ
メ

ー
ジ

を

肥
大
化
さ

せ

た
。

キ

リ
シ

タ
ン

は

危
険

視
さ

れ、

危
険
で

奇
怪
な
も
の

の

表
象
と

認

識
さ

れ
た
。

し

か

し
、

実
在
し

た

潜
伏
キ

リ
シ

タ

ン

の

姿
は

全
く
異
な

っ

て

い

た
。

近
世
後
期
一

八

世
紀
末

以
降
に

何
回
か

キ
リ
シ

タ
ン

露
顕
事

件
（
浦
上
→

番
崩
れ

、

浦
上
三

番
崩

れ
等）

が

発
生
し

た
が
、

こ

の

時
に

キ
リ
シ

タ
ン

は

幕
藩
制
秩
序
の

周
縁

的
存
在
で

あ
る

「

異
宗
」

と

し
て

処
分
さ

れ

た
。

そ

れ

は

危
険
で

奇

怪
な

イ
メ
ー

ジ
で

定
着
し
て

い

た

実
際
の

キ
リ
シ

タ

ン

は、

イ
メ

ー

ジ
と

は

か

け

離
れ

た

従
順
な

農
民
で

あ
っ

た

た
め
で

あ
っ

た
。

そ

し
て、

「

異
宗
」

と

さ

れ
た
こ

の

時
の

キ

リ
シ

タ
ン

の

信
仰
は

作
物
豊
作、

諸
願

成
就

、

福

徳
延

命
と
い

っ

た

現
世
利
益
主

義
的
信
仰
と

来
世
救
済
主

義
が

セ

ッ

ト

と

な

っ

た
も
の

で

あ
っ

た
。

そ

れ
は

ま

た、

秘

匿
性
を
強
め
、

他
へ

知
れ

る

と

信
仰
が
で

き
な

く
な

り
、

そ
う
な
る

と

現

世
利
益
の

保
証
も
な
く
な

る

と

い

う
も
の

で

あ
っ

た
。

禁
制
下
で

隠
匿
し、

信

仰
を
継
承
し
、

発
覚
さ

れ

て

も
「

異
宗
」

と

さ

れ

た

近
世
後
期
の

キ

リ
シ

タ
ン

の

信
仰
は

こ

の

よ

う
な

も
の

で

あ
っ

た
。

　

近
代
初
期
の

幕
末
か

ら

明
治
維
新
に

か

け
て

浦
上

四
番
崩
れ

と

い

う
キ

リ

シ

タ
ン

迫
害

事
件
は

起
こ

っ

た
。

こ

れ
は
、

慶
応
三

年
（

一

八

六
七）

に

フ

ラ

ン

ス

入
宣
教
師
に

よ

り
教
化
さ
れ
た
キ

リ

シ

タ

ン

が

旦

那
寺
を
よ

ば

ず
に、

自
分
た
ち
の

や
り

方
で

葬
儀
を
行
っ

た

こ

と

を

発
端
と

し、

江

戸
幕
府
・

明
治
政
府
に

よ
る

迫
害
事
件
に

発
展
し

た

事
件
で

あ
る。

こ

の

時
の

キ
リ
シ

タ
ン

は
来

世
救
済
主

義
を
突
出
さ

せ
、

キ

リ

ス

ト

教
（
カ

ト
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